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はじめに 

当院の医療安全管理室で企画す
る研修は、集合研修が主に行わ
れていますが、現場に浸透させ
継続・実践につなげるためには
方法に一工夫することが必要と
考えます 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



今回のねらい 

多くの職員の研修参加を推進する 

院内メールを使用することで、自由な時間
に感想の書き込みができ情報交換できる 

他部門の取り組みを参考にし、情報を共有
する 
 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



KYTの利点 

KYT法の4ラウンド法を活用する
と、約30分から1時間という比較
的短い時間で、対策の立案が可能 

 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



方法 

  ６月中旬 医療安全担当者部会でメンバーに研修 

  ６月下旬 院内職員全員を対象に集合研修 

７月から９月の期間で各部署でＫＹＴの実施 

各部門で実施した内容及び行動目標を院内メールで部会メンバーに配信 

医療安全部会メンバーから部署の取り組みに対しコメント入力 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



部門のリスクマネージャをファシリテーター
にして行った集合研修の実際場面 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



方法 

 

  ６月中旬 医療安全担当者部会でメンバーに研修 

  ６月下旬 院内職員全員を対象に集合研修 

７月から９月の期間で各部署でＫＹＴの実施 

各部門で実施した内容及び行動目標を院内メールで部会メンバーに配信 

医療安全部会メンバーから部署の取り組みに対しコメント入力 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



各部門毎に事例を選択 
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部門でKTY実施後、院内メールを使用し、医療安
全推進担当者部会メンバーに送信しました 

 

部門で行った事例及び決定した、
行動目標を添付ファイルで送信 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



方法 

 

  ６月中旬 医療安全担当者部会でメンバーに研修 

  ６月下旬 院内職員全員を対象に集合研修 

７月から９月の期間で各部署でＫＹＴの実施 

各部門で実施した内容及び行動目標を院内メールで部会メンバーに配信 

医療安全部会メンバーから部署の取り組みに対しコメント入力 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



院内メールで添付された資料 その１ 

 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



院内メールで添付された資料 その２ 

 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



送られてきた、各部門の取り組みに関し感想及びコメント入力例 

静岡医療センター 佐々木麻里子 提供 



集合研修と部門で実施した職員参加数 
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１）院内メールで送信された、他部門の事 
  例に関心を持つことができましたか 

95% 

5% 

できた 

できない 

できた 

 自分がKYTを行うに当たり参考にできた 

 当病棟でも関わることがあるため（他３部署） 

 見やすかったから 

 身近に感じられる事例はスタッフにも伝達しよう
と思ったから 

 リアルタイムに簡単に開けて見ることが出来る 

 部署によりテーマが違ったため関心を持つことが
出来た（他３部署） 

 どのような事例があるのか興味を持った 

 パワーポイントの資料が見やすかった（他１部
署） 

 考え方が個々で違うのでいろいろな意見が出るこ
とで関心が持てる 

できない 

 できた部分もありますが、事務職とは業務が違う
為想像が難しいと思いました。 

 他部門と問題が違いすぎる 
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２）他部門のスタッフに、他部門の実施内 
  容を提示できましたか 

できた 

 一部共有するテーマだったから 

 みんなに知ってほしかったから 

 

できていない 

 今後紙面で行っていこうと思う 

 自分があけているときに一緒に見ること
はあるが印刷をしていないため 

 内容を検討して、勉強会で使用したい 

 連絡会議等で行いたいと思う 

 直接的に関係性の少ないことであったり
して、伝えづらい 

 当部門に係わることがあれば提示したい 

 考え方が違うのでいろんな意見が出る点
で関心が持てる 

 関連性が無い 

 

24% 

76% 

提示した 

提示していない 
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３）院内メールで送信された、他部門の事 
  例は参考になりましたか 

95% 

5% 

参考になった 参考にならなかった 

参考になった 

 同じようなインシデントがある参考になっ
た          （他４部署） 

 手術室でも活用できることがあった 

 外来でも採血患者確認が参考になった 

 部門により、視点が違う為非常に参考にな
ります （他３部署） 

 対策が分かりやすいものがあった 

 想像できない事例も沢山ありましたが、根
本となる確認が重要であるところは参考に
なりました。  
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４）各部門から、送られてきた取り組みに 
  関して感想を述べることができましたか 

できた 

 参考になったから 

 全てではないがコメント入力した 

 できたものとできないものがあった 

 外来でも参考になったものについてはした 

 一部のみ感想を書いた。来年度があれば積極
的に感想を入れたいと思う 

 コメントすることは難しい 

 入力しなくてはと思ったから 

 細かい仕組みのわからない薬剤科や他部門は
何を言ってよいかわからなかった 

 多職種のコメントはし辛い 

 業務を行っていないと、感想は出しにくい 

 医療に関する口出しは出来なかった（知識が
ないため） 

 時間が無かった 

 

48% 
52% 

述べることが出来た 

述べることが出来なかった 
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５）他部門から述べられた、感想は参考に 
  なりましたか 

100% 

0% 

参考になった 

参考にならなかった 

 時間を作って、みんなで考えたこ
とが認められたようで良かった 

 いろいろな問題をかかえているこ
とが分かった 

 転倒やチューブ抜去など同じこと
がある事例が多いものに関しては
とても参考になりました 

 反応が聞かれると参考になる 

 お褒めの言葉もあり今後も頑張ろ
う！！と思えた 

 少しでもほめてもらうとうれしい
ものである 

 仕事の内容をわかってもらえたよ
うでうれしい 

 参考になることは多いと思います 

 うれしいいですね 
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６）医療安全メンバー以外のスタッフにも 
  送信した方が良いですか 

68% 

32% 

送信した方が良い 

送信しなくてもよい 

送信した方が良い 

 担当者が皆に伝えるべき 

 他のスタッフに見てもらった方が参考にな
ると思う 

 関係部署限定で送信 

 良いと思いますが、送信件数が増えすぎる
といけないので掲示板をという方法もある
と思う 

 

送信しなくてよい 

 掲示板にアップするだけでいいのではない
でしょうか。部会のメンバーにより周知さ
せた方が良い 

 全てに返信することが大変 

 部署のスタッフに他部署の実施内容をしっ
かり提示できれば送信はしなくてよい 

 いきなりKYTと言われても理解しづらい 
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７）今後も院内メールを使用し、医療安全部会 
  メンバーに送信した方が良いと思いますか 

95% 

5% 

送信した方が良い 

送信しなくてもよい 

 

 参考になる（他２部署） 

 ペーパーのお知らせより良い 

 他のKYTを知ることができるから、それを
自分の病棟にも生かせるかもしれないから 

 紙で配布するよりは良いと思う。振り返り
簡単に見ることができる 

 情報共有できるので 

 他部署の開催状況が把握できる 

 委員会で発表する機会がないのなら送信し
た方が良いと思う 

 掲示板にアUPするだけでいいのではない
でしょうか。部会のメンバーにより周知さ
せた方が良いと思います。 

 見るか見ないは別として参考に送って情報
共有した方が良い 

 どちらともいえない。KYT実施後院内メー
ルを送信しなければならないと思う
と・・・・ 
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８）他部門の取り組みは資料として印刷し 
  た方が良いですか 

印刷は必要 

 冊子にしてほしい 

 部署の事例は配布した 

 印刷してもらえると助かります。
あとは、資料をもらった方が医療
安全メンバーの伝達していない人
が少なくなるかも 

 

印刷は不要 

 パソコンで簡単に見ることが出来
るため（他３部署） 

 必要であれば自分でも印刷できき
る（他５部署） 

 メンバー以外に送信するなら不要 

 病棟・部署に一部あると回覧でき
るが、各自印刷すればなくてもよ
いかも 

 送信するならペーパレスで 

19% 

81% 

印刷して配布した方が良い 

印刷は不要 
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ＫＹＴ事例： 採血室の写真からどんな危険が 
        潜んでいるか探し採血事故を防ぐ 
         
 

Ａ，Ｂグループに別れ、同一
の事例で討議をしました。 
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チーム行動目標（Ｂグループ） 
 

針を捨てる時は、マイボックスを 
確認してやさしく捨てよう。  
              ヨシ！！ 
 
指さし呼称項目 
  ＩＤヨシ 名前ヨシ 採血管ヨシ 
  マイボックス ヨシ 
  針は下向き やさしく捨てる ヨシ 
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その後 

 
 

 

・針刺しの危険があるため、廃棄ボックスをフット
式蓋付きの片方向にしか開かないよう設置 

・患者様の立場にたち、採血室で不快にならない 
よう改善した 
①隣が見えないよう衝立を二つにした 

②血のついたガーゼ等が見えないよう白い板で目隠しをした          
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院内メールを利用した利点 
勤務の時間で自由な時間に他部門の取り組みを
見ることができる 

他部門の実施内容（KYT）を参考にするができ
る 

他部門からフォローを使用し感想を聞く（読
む）ことができ直ぐに現場に反映できる 

褒められたことが励みとなり、次の取り組みの
意欲となる 

他部門にも行動目標を宣言するため、実施の覚
悟がきまる 
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 成人の学習効果（平均記憶残存割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石川雅彦 医療安全トレーニングのコンピテンシーと今後の課題 2006より 

講義
５％ 

読書 10% 

ｵｰﾃﾞｨｵ、映像 20％ 

実演講習会 30％ 

グループワーク 50％ 

実際にやりながら修練 75％ 

他の人に教える 90％ 
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今後の課題 

今回全部門で行われた取り組みが、今回
限りの試みで終わることのないよう、部
門のリスクマネージャーがリーダーシッ
プをとり、現場で繰り返し継続し実施で
きるような支援が必要 

医療安全活動の情報交換に院内メールを
継続して活用してく 

  ・院内メールの使用を習慣化する 
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   静岡医療センター 

ご清聴ありがとうございました 
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病院の概要 

 医療法許可病床数 ４５０床（運用病床数は380床） 

 標榜診療科     ２６診療科 

 職員数（常勤） 

  医療職（一）  ４７名  事務職 ２６名  福祉職 ３名 

  医療職（二）  ６８名  技能職 １２名 

  医療職（三） ２９０名  教育職 １３名  計 ５７７名 

                   ※他に非常勤１２１名 

 主要データ（平成２３年度見込み） 

   一日平均入院患者数   ２９４人 

       平均在院日数   １６日 

   一日平均外来患者数   ５５０人 

   救急患者数     ６，６００人 （１日平均１８人、救急車７件） 
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